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通貨ペアの選択 

チャートリーディングの応用 
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通貨ペアの選択 
 

●どの通貨ペアを選択するのか？ 

 

 主要３通貨の強さを確認する 

• 「より強い通貨」を買う ＆ 「より弱い通貨」を売る 

 

 サテライト通貨は対円で考える 

• 円をベースに考える 

 

 使い慣れない通貨ペアを手がけない 

• 注意力が散漫になる可能性 

  

 信用力のない通貨ペアの取引は極力控える 

• 流動性が枯渇する可能性 

• 金利に目を奪われがちになる可能性 

 

チャートリーディングの応用 
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トレードは「選択肢」の連続 
 

 ロスカットするかどうかの選択 

 「ダメだ」「何か違う」と思ったら即座に行動！→成行で損切り！ 

 

 我慢すべき評価損に耐えた場合の選択 

 選択① やれやれとポジションを外す 

 選択② 相場観そのままにポジションキープ 

 選択③ 買い乗せ・売り乗せの実行 

  

 利食うかどうかの選択 

 利食いは難しい（本当に！） 

 いったんサイドライン的な立場で相場を見るという考えも重要 

        

 

 

 

チャートリーディングの応用 

3 



©2017 ChartReading co. All rights reserved.  チャートリーディング® 

トレードは「選択肢」の連続 

 

 

チャートリーディングの応用 

①強気の相場観で買った！ 

②評価損に耐える！ 

③さて、ここで・・・ 

選択① 戻ったところでヤレヤレと外す 
 
選択② 強気の相場観を維持し、 
    買い持ちのポジションをキープ 
 
選択③ さらに強気の相場観を確認、買い乗せを行う 
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買い乗せ・売り乗せ（売り下がり）とは？ 

⇒保有しているポジションを積み増すこと 

   

 保有しているポジションの評価益があること 

• 相場観に基づいてポジションメイク→相場観と相場が一致している 

• 相場観に変更がないことで、ポジションを保有したまま 

 

 相場観が、さらに確固たるものになったこと 

• 相場観に自信があれば、買い乗せ・売り乗せのチャンス 

• ナンピンと正反対の考え方と心得よ 

 

 相場観の強さに応じて、ポジションの大きさを調整すべし 

• 買い乗せ・売り乗せを行わないトレードの方が難しい 

• 買い乗せ・売り乗せは「相場の流れに従ったリスク量を増加させる行為」
であり、収益状況を飛躍的に改善させる効果がある 

• 自分自身の「調子」もポジションの大きさに反映できればベスト 

 

 

チャートリーディングの応用 
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買い乗せ・売り乗せとは？ 
 

ナンピンとの違いは・・・ 

 

 

 

 

 

 ポジションコストは悪化する 

• それが何の意味を持つのか？ 

• 収益チャンスは格段に広がる 

 

 収益＝ポジションの大きさ×値幅 

• 相場観に自信があれば、ポジションは大きくなるべき 

• トレンドを最後の最後まで追いかける 

 

 

チャートリーディングの応用 

順張り？逆張り？ ポジションコストは？ 勝てる？ 

ナンピン 逆張り よくなる × 

買い乗せ・売り乗せ 順張り 悪くなる ○ 
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チャートリーディングの応用 

トレンドラインの考え方 
 

 トレンドラインを押し目買い・戻り売りの目安にしてはならない 

• ∵ 買い相場なら売られたところを買うことになる 

•   売り相場なら買われたところを売ることになる 

 これらは、逆バリに他ならない！ 

 

 トレンドラインは「いずれ割り込むもの」 

• トレンドラインを切ったところから新しく始まるトレンドを取りに行くの
が正解 

 

 トレンドラインを「引き直し」してはいけない 

• 何本も引き直していては、そもそもトレンドラインの意味がない 
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トレンドラインの考え方 

チャートリーディングの応用 

ここは買いか？  
それとも売りか？ 
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正しい「押し目買い」とは？ 
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井上が主張する 
押し目買いポイント 

一般的な押し目買いポイント 
（考え方が正しくない） 

上昇トレンドライン 

レジスタンスライン 

チャートリーディングの応用 
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正しい「戻り売り」とは？ 
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井上が主張する 
戻り売りポイント 

一般的な戻り売りポイント 
（考え方が正しくない） 

下落トレンドライン 

サポートライン 

チャートリーディングの応用 
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利食いの方法（基本） 
 

 指値をポイントの手前に置く 

• 腹八分目 

• 利食った後にまた考える 

• 損切りポイントから逆算 

 

 トレイリングストップの利用 

• 評価益の一部を繰り入れる 

• ポジションコストを参考に決める 

• 長期の移動平均線の推移幅を参考にする 

 

 

 

 

 

チャートリーディングの応用 
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利食いの方法（応用） 
 

 利食いと損切りのバランスについて 

• 損切り幅 ＜ 利食い幅が原則 

• 評価益が乗ったら、以下から選択 

1. 損切りポイント・利食いポイントとも変更 

2. 損切りのみ変更 

3. 損切りのみ変更し、利食い注文を外す 

 

 トレイリングストップの応用 

• 買い乗せ・売り乗せポジションを含めて決定する 

• 大きなトレンドが出た際には、最小単位でよいのでトレンド追随のポジシ
ョンコストを残す 

• トレンド転換が明確に分かるポイントでは、全て利食えるような態勢に 

 

 

 

 

チャートリーディングの応用 

12 



©2017 ChartReading co. All rights reserved.  チャートリーディング® 

書籍の紹介（ＦＸチャートリーディングマスターブック） 

「チャートリーディング」は 
当社代表・井上義教の登録商標です。 
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2010年の刊行以来、10回の増刷を経て、 
発行部数はＦＸ書籍では異例の34000部！ 
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